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で
身
を
削
り
働
く
。
私
た
ち

建
設
労
働
者
も
工
事
キ
ャ
ン

セ
ル
や
大
手
現
場
休
止
で
仕

事
が
激
減
。一
体
、あ
と
何
日

耐
え
し
の
げ
ば
展
望
が
み
え

る
の
か
▼
集
ま
り
、
話
し
合

い
、
一
緒
に
行
動
す
る
こ
と

が
基
本
の
労
働
組
合
は
、
コ

ロ
ナ
禍
で
は
「
三
密
」
と
さ

れ
、
あ
ら
ゆ
る
活
動
が
萎
縮

し
が
ち
に
な
る
。
組
合
専
従

の
私
も
夜
間
や
休
日
、
家
に

い
る
こ
と
が
め
っ
き
り
増
え

た
。「
こ
れ
で
い
い
の
か
？
」

と
、
も
ど
か
し
い
▼
労
働
組

合
は
、
組
合
員
や
未
組
織
の

仲
間
に
信
頼
さ
れ
て
こ
そ
の

存
在
と
思
う
。
労
働
者
が
未

曽
有
の
危
機
に
直
面
す
る

今
、
組
合
の
姿
が
見
え
な
い

の
で
は
仲
間
は
離
れ
て
し
ま

う
。
何
も
で
き
な
い
状
況
に

甘
ん
じ
て
い
て
は
、
労
働
組

合
に
と
っ
て
も
存
亡
の
危
機

と
な
る
。
そ
ん
な
危
機
感
に

苛
ま
れ
る
▼
今
こ
そ
、
み
ん

な
で
知
恵
を
絞
り
、
仲
間
の

困
難
解
決
の
た
め
に
全
力
を

尽
く
そ
う
。会
え
な
け
れ
ば
、

電
話
、
郵
送
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
。

テ
レ
ビ
会
議
も
意
外
と
悪
く

な
い
ね
。「
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
呑
み
」

も
…
。
ど
ん
な
困
難
な
中
で

も
、「
組
合
と
し
て
何
を
す

べ
き
か
、
何
が
で
き
る
か
」

を
考
え
、
そ
の
役
割
を
発
揮

し
て
い
き
た
い
。 

（
Ｈ
Ｓ
）

コ
ロ
ナ
禍

の
影
響
が
甚

大
だ
。
生
活

の
糧
を
一
気

に
失
う
サ
ー

ビ
ス
業
労
働

者
。
医
療
や

自
治
体
労
働

者
は
、
命
を

守
る
最
前
線

TUBUYAKI

京都労働相談センターへ

新型コロナウイルス感染症に関する

労働相談受付中

第91回全京都統一メーデーは、新型コロナウイルス感
染拡大に対処しなければならない重大事態の下で、二条
城前での大集会及びデモを取りやめる決断をしました。
同時に、本日付の新聞広告（京都新聞）やＳＮＳメッセ
ージプロジェクトなどで、ひろく府民の皆さんに、メー
デーの意義と私たちの決意を発信します。

今ほど、いのちを守るために、労働者の団結が求めら
れる時はありません。

新型コロナウイルスの感染拡大防止に先頭で立ち向か
っている医療や公衆衛生現場、福祉労働者をはじめとす
る仲間に団結して、命と暮らし、雇用と生業を守りぬく
ために力を合わせることを心から呼びかけるものです。
これまで政府が進めてきた保健所の統廃合や感染病床の
削減をはじめ、公衆衛生部門と医療提供体制の縮小再編
の被害は甚大です。自治体リストラを改め、医療提供体
制の充実を強く求めます。

緊急事態宣言が発せられたもとで、「休業要請と補償
はセットで」の悲鳴に応え、政府は、休業要請による収
入減少を直接完全補償するべきです。昨年の消費税増税
によって、景気悪化が進むところに、コロナによる経済
危機が重なりました。今こそ直ちに消費税減税を行い、
全ての人々のくらしと生業を守るべきです。大企業の内
部留保も軍事費も、いのちと暮らしのためにつかう政治
こそ求めましょう。

「＃月48万円必要」で全国に話題を呼んだ生活実態調
査（最低生計費試算調査）の結果を確信にして、「８時
間働けば、普通に暮らせる社会」の実現へ、全国一律最
賃制度と最賃1500円をめざす運動を進めましょう。

安倍政権は、相変わらず改憲に執念を燃やしていま
す。広範な市民と野党の共闘の力で、改憲を阻止し憲法
が輝く平和な社会を実現しようではありませんか。

働く者の団結で、賃上げと均等待遇を実現し、労働者
・国民本位の経済を取り戻すために、労働組合を強く、
大きくしましょう。全ての労働者・府民の力をいまこそ
総結集することを呼びかけるものです。

日本初のメーデーから一世紀。どんな情勢下でも、闘
う歴史と伝統を受け継ぎ、働くものの団結で、生活と権
利、平和と民主主義を守るため、ともに奮闘しましょう。

働くものの団結、万歳！　　第91回メーデー万歳！

2020年５月１日
 第91回全京都統一メーデー大会

第91回全京都統一メーデーアピール

今
年
は
、
日
本
で
初
め
て
メ
ー
デ
ー

が
行
わ
れ
て
か
ら
１
０
０
年
。「
８
時

間
働
け
ば
ふ
つ
う
に
暮
ら
せ
る
賃
金
、

働
き
方
」
は
今
も
変
わ
ら
な
い
私
た
ち

の
要
求
で
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
が
広
が

る
中
、
す
べ
て
の
い
の
ち
を
守
る
た

め
、
集
会
と
デ
モ
を
中
止
し
ま
し
た
。

み
ん
な
で
集
ま
る
こ
と
は
で
き
な
く
て

も
、
私
た
ち
の
切
実
な
要
求
を
ア
ピ
ー

ル
し
、
み
ん
な
の
気
持
ち
を
一
つ
に
す

る
取
り
組
み
を
行
い
ま
し
た
。

い
の
ち
と
く
ら
し
、
雇
用
と
生
業
、

地
域
を
守
り
ぬ
く
た
め
に
、
力
を
合
わ

せ
て
取
り
組
み
を
す
す
め
ま
し
ょ
う
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
の

終
息
の
見
通
し
が
た
た
な
い
中
、
今
後

経
済
へ
の
深
刻
な
影
響
が
懸
念
さ
れ
、

労
働
者
の
生
活
が
脅
か
さ
れ
る
事
態
と

い
か
な
る
状
況
の
中
で
も
広
く
全
国
の

労
働
者
と
連
携
・
団
結
し
て
、
労
働
者

の
生
活
と
権
利
、
い
の
ち
と
健
康
を
守

る
た
め
に
奮
闘
し
て
い
き
た
い
。

コロナ感染拡大により、医療機関や行政の体
制不備がより明らかになりました。国民の命と
暮らしを守るためにも、公務員定員削減・民営
化の中止、公的医療機関の統合再編計画の白紙
撤回が必要です。
安倍政権は、コロナ感染に乗じた憲法改悪を
企んでいます。私たち国公労働者は、憲法99条
により憲法遵守義務を負
っています。「再び戦争
の奉仕者にならない」を
スローガンに憲法改悪に
反対する取り組みを強め
ていきます。

街頭アピール（スタンディング・
アピール）を宮津市・ミップル前で
行いました。
各労組・団体から20名が参加、プ
ラカードを持ち寄って掲げ、それぞ
れの立場からマイクでアピールを行
い、市民に強く訴えました。

生
活
と
権
利
、

い
の
ち
と
健
康
を
守
ろ
う

再び戦争の奉仕者にならない!

化
学
一
般
京
滋
福
地
方
本
部

京都国公議長　 新庄　義弘

な
り
か
ね
な
い
。
こ
の
苦
境

は
労
使
が
雇
用
の
維
持
を
第

一
義
に
互
い
に
協
力
し
乗
り

越
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
メ
ー
デ
ー
を
期
に
、

と	 、	 と	 を守ろう生活	 権利	平和	 民主主義働くものの
団結で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
、

メ
ー
デ
ー
集
会・デ
モ
は
中
止
と
な
っ
た
け
ど
、

要
求
を
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ

ア
ピ
ー
ル
で

み
ん
な
の
気
持
ち
を
一
つ
に

宮津地労協
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長
岡
　
信
行

CHECK!

４
月
16
日
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
対
策
緊
急
総
行
動

と
し
て
、
京
都
府
と
京
都
市

に
合
同
要
請
を
行
い
ま
し

た
。
冒
頭
、
代
表
し
て
京
都

総
評
梶
川
議
長
か
ら
「
感
染

症
防
止
対
策
の
実
効
性
を
担

保
す
る
た
め
に
は
、
自
粛
に

よ
る
収
入
減
少
へ
の
十
分
な

補
償
で
、
安
心
し
て
休
め
る

よ
う
に
す
る
こ
と
が
不
可

欠
」
と
述
べ
、
①
ワ
ン
ス
ト

ッ
プ
の
相
談
体
制
の
確
立
、

②
全
国
民
を
対
象
と
し
た
現

金
給
付
継
続
、
③
雇
用
調
整

助
成
金
を
使
い
や
す
く
し
助

成
の
改
善
、
④
消
費
税
率
引

き
下
げ
な
ど
を
国
に
要
請
す

る
こ
と
、
⑤
検
査
体
制
の
整

備
、
⑥
事
業
の
固
定
費
に
対

北
上
地
区
労
の
結
成
は
１

９
７
０
年
で
、
２
０
２
０
年

っ
て
き
ま
し
た
が
今
は
残
念

な
が
ら
、
中
止
せ
ざ
る
を
得

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
伴
っ
て
、
外
出
自
粛
や
休
業
要
請
、
営
業
時
間
短
縮
要
請

が
続
き
、
労
働
者
・
市
民
の
暮
ら
し
と
雇
用
が
脅
か
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

京
都
総
評
は
他
団
体
と
力
を
合
わ
せ
、
要
請
行
動
や
市
民
へ
の
ア
ピ
ー
ル
行
動
な
ど
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

所
へ
移
転
を
行
い
ま
し
た
。

下
記
に
事
務
所
を
移
転
し
ま

を
吐
き
出
さ
せ
、
軍
事
費
を

削
減
し
て
国
民
の
生
活
に
ま

わ
す
。
こ
れ
が
、
政
府
の
今

す
べ
き
こ
と
で
は
な
い
か
。

で
き
な
い
安
倍
内
閣
に
は
退

陣
し
て
も
ら
お
う
」
と
訴
え

ま
し
た
。

他
に
も
市
民
ア
ク
シ
ョ
ン

や
１
０
０
０
人
委
員
会
な
ど

か
ら
ス
ピ
ー
チ
。
約
30
人
の

参
加
者
が
「
補
償
と
自
粛
は

一
体
」
と
要
求
の
入
っ
た
プ

ラ
カ
ー
ド
や
、
Ｐ
Ｅ
Ａ
Ｃ
Ｅ

旗
を
揚
げ
て
ア
ピ
ー
ル
し
ま

し
た
。

労
働
組
合
の
姿
を

地
域
に
　
　
　
　

地区労協の
活動

す
る
独
自
助
成
な
ど
休
業
補

償
や
イ
ベ
ン
ト
中
止
へ
の
補

償
、
な
ど
を
要
請
し
ま
し

た
。各

団
体
か
ら
切
実
な
声

を
行
政
に
ぶ
つ
け
る

各
代
表
は
、「
業
者
は
コ

ロ
ナ
で
死
ぬ
か
、
経
済
で
死

ぬ
か
と
い
う
事
態
。
産
業
自

身
の
存
亡
の
危
機
。
い
ま
す

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
で
様
々
な
取
り
組
み

が
中
止
や
延
期
を
余
儀
な
く

さ
れ
る
中
、
毎
月
19
日
に
行

わ
れ
て
い
る
市
役
所
前
で
の

「
戦
争
法
廃
止
集
会
・
デ
モ
」

に
も
影
響
が
出
ま
し
た
。

４
月
19
日
は
街
頭
演
説
と

デ
モ
が
中
止
さ
れ
、
各
代
表

に
よ
る
ス
ピ
ー
チ
を
お
こ
な

っ
て
、
そ
れ
を
動
画
配
信
す

北上地区労

▲�京都府へ要請書を手渡す
梶川議長

「
19
の
日
」
ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
ア
ピ
ー
ル

ぐ
使
え
る
融
資
を
。
給
付
金

も
速
や
か
に
対
応
を
」（
京

商
連
）、「
厚
労
省
ク
ラ
ス
タ

ー
班
の
予
測
に
見
合
う
ハ
ー

ド
整
備
の
見
通
し
も
な
い
。

医
療
従
事
者
に
抗
体
検
査
な

ど
を
し
な
い
と
院
内
感
染
で

手
遅
れ
に
な
る
」（
社
保

協
）、「
ダ
ブ
ル
ワ
ー
ク
の
両

方
の
仕
事
が
な
く
な
っ
た
。

妊
産
婦
の
方
が
病
院
受
診
日

る
と
い
っ
た
内
容
の
運
動
と

な
り
ま
し
た
。

ス
ピ
ー
チ
の
中
で
、
憲
法

共
同
セ
ン
タ
ー
か
ら
は
京
都

総
評
の
梶
川
議
長
が
「
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を
抑
制
す

る
の
も
私
た
ち
国
民
任
せ
と

い
う
と
こ
ろ
が
今
の
政
府
の

や
り
方
そ
の
も
の
で
怒
り
を

感
じ
る
。
企
業
の
内
部
留
保

結成50周年
新事務所で決意新たに

し
た
。

今
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

コ
ロ
ナ
禍
報
道
一
色
の

今
の
メ
デ
ィ
ア
状
況
。
一

方
政
治
取
材
の
現
場
で
何

が
起
き
て
い
る
の
か
。

朝
日
新
聞
政
治
部
記
者

と
し
て
ペ
ン
を
執
る
著
者

は
、
現
在
新
聞
労
連
に
出

向
し
中
央
執
行
委
員
長
を

務
め
て
い
る
が
取
材
の
原

点
で
あ
る
質
問
が
政
治
家

に
で
き
な
い
現
状
を
痛
烈

に
批
判
す
る
。
権
力
へ
の

ウ
ォ
ッ
チ
ド
ッ
ク
で
あ
る

べ
き
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の

姿
を
見
つ
め
直
す
本
で
あ

る
。

菅
官
房
長
官
会
見
に
お

け
る
東
京
新
聞
記
者
へ
の

露
骨
な
質
問
妨
害
。

不
都
合
な
質
問
を
封

じ
、
軽
視
さ
れ
る
記
者
の

質
問
。
権
力
の
揺
さ
ぶ
り

に
記
者
は
ど
う
立
ち
向
か

う
べ
き
か
。
政
治
部
記
者

と
し
て
歴
代
官
房
長
官
会

見
を
５
０
０
回
以
上
取
材

し
た
著
者
は
、「
戦
前
の

満
州
事
変
の
よ
う
に
後
か

ら
振
り
返
っ
た
時
に
取
り

返
し
の
つ
か
な
い
〝
事

変
〟
と
な
ら
な
い
よ
う
に

と
の
警
鐘
と
願
い
を
込
め

て
執
筆
し
た
」
と
述
懐
し

て
い
る
。
メ
デ
ィ
ア
内
外

の
人
に
読
ん
で
い
た
だ
き

た
い
本
で
あ
る
。

民
放
労
連 

京
都
放
送
労
働
組
合

執
行
委
員

わたしの
オススメ

本 『「
報
道
事
変
」な
ぜ
こ
の
国
で
は

自
由
に
質
問
で
き
な
く
な
っ
た
の
か
』

書　名：「報道事変」なぜ
この国では自由に質問
できなくなったのか
出版社：朝日新聞出版
著　者：�南彰� �

（朝日新聞記者）
定　価：本体790円＋税

症
の
拡
大
の
下
で
、
な
か
な

か
組
合
活
動
も
難
し
い
環
境

で
す
。
こ
の
機
会
に
ネ
ッ
ト

活
用
な
ど
勉
強
中
で
す
。
み

ん
な
で
で
き
る
こ
と
を
や
っ

て
い
き
ま
し
ょ
う
。

京
都
府
・
京
都
市
に
合
同
で

緊
急
要
請
お
こ
な
う

政
府
は
休
む
た
め
の

補
償
と
給
付
を

〒６０３―８２２２
京都市北区紫野下築山町11
電話・ＦＡＸは変わりません。
（�０７５―４４１―７６２４・０７５―４４１―８８０２）

な
い
状
況
と

な
っ
て
い
ま

す
。ま

た
地
区

労
事
務
所
を

置
い
て
い
た

西
陣
文
化
セ

ン
タ
ー
が
老

朽
化
の
た
め

廃
止
と
な

り
、
新
事
務

事務所移転しました

▼

原発ゼロネットの
仲間たちと　　　

９の日宣伝で
街頭署名行動
　　　

▶

府
市
民
総
行
動
で
緊
急
要
請

ス
タ
ン
デ
ィ
ン
グ
ア
ピ
ー
ル

程
が
決
ま
ら
な
い
な
ど
安
心

し
て
出
産
で
き
な
い
。
対
策

全
体
で
ジ
ェ
ン
ダ
ー
重
視

を
」（
新
婦
人
）、「
社
会
福
祉

協
議
会
の
小
口
貸
付
の
申
請

が
窓
口
に
殺
到
し
て
お
り
迅

速
な
対
応
を
」（
生
健
会
）
な

ど
の
声
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

京
都
府
は
危
機
防
災
総
務
課

長
、
京
都
市
は
勤
労
市
民
室

部
長
が
対
応
し
ま
し
た
。

新型
コロナ も

っ
て
対
応
を

あなたの給料（　　　　）円－最賃の対象外の手当等（※）
　　　　　＝（　　　　）円÷160時間＝（　　　　）円

あなたの時給は1500円ある？
１日の所定内８時間。土日祝日、年末年始（12月30日～１月
４日）、盆休み（８月14日～16日）、５月１日が休みの職場だ
と、一か月の所定労働時間はおおむね月160時間。

　新型コロナウイルス感染拡大の中、労働者の最低限の生活補償を担保するために
も、最低賃金の果たす役割重要。「最賃署名」の取り組みを強めましょう。
　先日よりネット署名も開始しています。あわせてご協力を。https://t.co/XW8XNOvY1R?amp=1

※精皆勤手当、家族手当、通勤手当、残業代、休日出勤手当

は
北
上
地
区
労
結
成
50
周
年

の
年
に
あ
た
り
ま
す
。
様
々

な
結
成
50
周
年
イ
ベ
ン
ト
を

行
う
予
定
で
し
た
が
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

の
下
で
す
べ
て
来
年
以
降
に

延
期
す
る
こ
と
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。

他
に
も
福
祉
保
育
労
保
育

支
部
の
み
な
さ
ん
と
合
同
で

九
の
日
宣
伝
を
、
11
日
の
日

に
は
き
た
か
み
原
発
ゼ
ロ
ネ

ッ
ト
の
宣
伝
行
動
を
毎
月
行

北　上
地区労

４月16日

４月19日

瀕
死
の
事
態

補
償
と
自
粛
を
一
体
に
、地
元
経
済
は
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